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実
親
子
法
解
釈
学
へ
の
疑
問

伊
藤
　
昌
　
司

　
一

二三四
・
五

「
嫡
出
子
」
と
「
嫡
出
で
な
い
子
」

民
法
規
定
と
連
合
部
判
決

戸
籍
と
実
体
関
係
・

要
件
と
推
定

七
七
六
条
の
「
承
認
」

一
　
「
嫡
出
子
」
と

「
嫡
出
で
な
い
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
山
畠
正
男
が
、
「
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
に
関
す
る
覚
書
ω
～
㈲
」
お
よ
び
「
『
推
定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
』
の
混
乱
」
の
再
編
の
論
文

説論
　
　
を
発
表
し
て
か
ら
、
凡
そ
二
〇
年
近
い
月
日
が
流
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
、
当
時
の
家
族
法
学
の
知
見
を
総
合
し
た
中
川
善
之
助
や
我
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払蒔冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

妻
栄
に
よ
る
体
系
書
か
ら
初
歩
的
知
識
を
摂
取
し
た
筆
者
等
の
世
代
の
「
常
識
」
は
、
右
の
二
論
文
に
よ
り
、
一
〇
年
後
に
は
木
っ
端
微

塵
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
親
子
法
学
は
、
少
な
く
と
も
通
説
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
こ
の
優
れ
た
学
問
的
貢
献
に
未
だ
そ

れ
ほ
ど
影
響
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
新
の
一
教
科
書
に
よ
る
も
、
「
婚
姻
関
係
か
ら
生
れ
た
子
で
あ
る
」
嫡

出
子
は
、
学
説
・
判
例
に
従
っ
て
「
推
定
を
受
け
る
嫡
出
子
」
「
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
」
「
推
定
の
働
か
な
い
嫡
出
子
」
の
三
つ
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

類
さ
れ
る
と
い
う
説
明
が
、
未
だ
な
お
通
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
多
数
人
に
よ
る
分
担
執
筆
の
教
科
書
と
も
な
れ
ば
、
執
筆
者
の

個
性
が
抑
え
ら
れ
る
だ
け
に
、
そ
の
よ
う
な
学
説
状
況
を
一
層
目
く
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
書
物
で
は
、
「
嫡
出
子
と
は
、

婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
（
法
律
上
の
夫
婦
）
の
間
に
生
ま
れ
た
子
を
い
う
」
、
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
嫡
出
子
は
、
民
法
七
七
二
条
の
父
性
推

定
を
受
け
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
『
推
定
を
受
け
る
嫡
出
子
』
と
『
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
』
に
分
け
ら
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
、
し
か

る
後
に
、
「
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
」
の
項
目
の
下
に
、
ω
推
定
の
及
ば
な
い
子
、
お
よ
び
②
推
定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
の
二
つ
の
下
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
別
の
書
物
で
は
、
「
現
行
法
上
、
嫡
出
子
は
、
生
来
嫡
出
子
と
準
正
嫡
出
子
に
分
け
ら
れ
る
。
生
来
嫡
出

子
は
、
民
法
七
七
二
条
に
規
定
さ
れ
る
嫡
出
の
推
定
を
め
ぐ
っ
て
、
推
定
を
受
け
る
嫡
出
子
と
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
お
よ
び
推
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
ば
な
い
嫡
出
子
と
に
区
別
さ
れ
る
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
の
状
況
と
大
し
て
違
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
語
の
定

義
と
内
包
と
が
明
白
に
矛
盾
す
る
こ
の
よ
う
な
記
述
に
不
満
を
持
た
な
い
研
究
者
は
い
な
い
筈
で
あ
る
。
子
が
「
嫡
出
で
あ
る
」
（
民
法

七
七
四
条
他
）
ま
た
は
「
嫡
出
で
な
い
」
（
民
法
七
七
九
条
他
）
と
い
う
実
親
子
法
上
の
根
本
問
題
に
関
し
て
、
解
釈
論
が
未
だ
な
お
暗

闇
の
中
で
居
眠
っ
て
い
る
こ
と
に
、
家
族
法
の
研
究
者
と
し
て
、
一
斑
の
責
任
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
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（
1
）
　
判
例
評
論
一
九
五
、
一
九
六
、
二
〇
〇
、
二
〇
二
、
二
〇
三
、
二
〇
七
、
一
二
八
、
二
二
四
（
判
例
時
報
七
七
一
、
七
七
四
、

　
二
、
七
九
五
、
八
〇
七
、
八
四
一
、
八
五
九
）
、
一
九
七
五
年
1
｝
九
七
七
年
。
以
下
で
は
、
山
畠
論
文
A
と
し
て
引
用
す
る
。

七
八
六
、
七
九



（
2
）
家
庭
裁
判
月
報
二
八
巻
七
号
一
頁
以
下
（
一
九
五
一
年
）
。
以
下
で
は
、
山
畠
論
文
B
と
し
て
引
用
す
る
。

（
3
）
　
中
川
善
之
助
『
新
訂
・
親
族
法
』
（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
六
五
年
）
、
我
妻
栄
『
親
族
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
）
。

（
4
）
　
北
川
善
太
郎
『
親
族
・
相
続
（
民
法
最
要
V
）
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
七
六
頁
。
こ
の
著
者
自
身
は
、
「
推
定
の
働
か
な
い
嫡
出
子
」
に
つ

　
い
て
の
み
は
、
「
嫡
出
推
定
も
働
か
な
い
し
嫡
出
子
で
も
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
（
八
○
頁
）
こ
と
に
注
意
。
こ
う
い
う
三
分
法
に
し
た
が
っ
た
作

表
（
そ
の
最
新
の
例
は
、
梶
村
太
一
「
認
知
の
訴
え
と
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
え
」
中
川
高
男
編
『
民
法
基
本
論
集
四
』
（
法
学
書
院
、
一
九
九
三

年
）
一
八
四
頁
、
が
、
こ
の
不
可
解
な
種
別
化
を
固
定
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。

（
5
）
中
川
高
男
・
三
和
和
博
・
平
井
一
雄
編
『
親
族
・
相
続
法
要
説
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
一
年
）
六
七
－
六
八
、
七
〇
1
七
三
頁
〔
上
野
雅

和
〕
。

（
6
）
　
山
口
純
夫
編
『
親
族
・
相
続
法
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
一
年
）
七
四
頁
〔
却
却
〕
。

二
　
民
法
規
定
と
連
合
部
判
決

実親子法解釈学への疑問（伊藤）

　
そ
こ
で
先
ず
、
前
記
の
山
畠
論
文
の
騨
尾
に
付
し
て
、
現
在
の
通
説
的
議
論
の
大
枠
が
で
き
上
が
る
ま
で
の
事
情
を
確
認
す
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
。
そ
の
詳
細
で
精
密
か
つ
豊
富
な
内
容
を
、
明
治
民
法
施
行
前
か
ら
昭
和
一
五
年
一
月
二
三
日
の
大
審
院
連
合
部
判
決
ま
で

に
つ
い
て
の
叙
述
に
限
っ
て
、
敢
え
て
要
約
し
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

　
ω
　
子
の
嫡
出
性
に
つ
い
て
、
明
治
民
法
施
行
前
の
実
定
法
は
い
わ
ゆ
る
出
生
主
義
（
分
娩
主
義
）
の
原
則
に
依
拠
し
て
い
た
と
す
る

従
来
の
有
力
説
に
は
根
拠
が
な
く
、
い
わ
ゆ
る
懐
胎
主
義
の
原
則
を
樹
立
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
旧
八
二
〇
条
（
現
行
七
七
二
条
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

民
法
施
行
前
の
太
政
官
布
告
や
内
務
省
指
令
と
の
間
に
基
本
的
な
対
立
は
な
い
。

　
②
　
旧
八
二
〇
条
の
制
定
に
際
し
て
示
さ
れ
た
立
法
担
当
者
の
解
釈
で
は
、
夫
の
子
で
あ
っ
て
も
、
婚
姻
前
懐
胎
子
は
嫡
出
子
で
は
な
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い
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。

　
⑧
　
民
法
第
四
～
五
編
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
明
治
三
一
年
戸
籍
法
下
の
戸
籍
先
例
で
も
、
婚
姻
前
懐
胎
子
は
、
父
が
胎
児
認
知
を
し

て
い
た
場
合
に
は
出
生
と
同
時
に
嫡
出
子
に
な
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
胎
児
認
知
が
な
い
場
合
に
は
、
父
か
ら
の
嫡
出
子
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
届
に
よ
っ
て
、
届
出
の
時
か
ら
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　
ω
　
大
正
三
年
戸
籍
法
は
、
明
治
三
一
年
戸
籍
法
下
の
先
例
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
準
正
嫡
出
子
た
る
婚
姻
前
出
生
・
婚
姻
後
届
出

子
と
婚
姻
後
出
生
子
と
の
出
生
届
の
方
式
に
相
違
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
を
統
一
し
た
。
そ
し
て
、
前
者
に
要
求
さ
れ
て
い
た
認
知
届
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

同
時
提
出
を
不
要
と
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
後
者
の
た
め
の
嫡
出
子
出
生
届
は
、
従
来
と
同
じ
く
認
知
届
の
便
法
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。

　
㈲
　
初
期
の
解
釈
学
説
は
、
婚
姻
前
懐
胎
・
婚
姻
後
出
生
子
は
民
法
の
規
定
す
る
非
嫡
出
子
に
該
当
し
母
の
夫
の
認
知
に
よ
っ
て
の
み

嫡
出
子
に
な
る
と
解
す
る
立
場
（
柿
原
、
掛
下
、
仁
井
田
）
と
、
こ
の
よ
う
な
子
に
つ
い
て
民
法
は
規
定
し
て
い
な
い
が
嫡
出
子
で
あ
る

と
解
す
る
立
場
と
に
分
か
れ
、
後
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
解
釈
の
論
理
的
弱
点
を
意
識
し
た
立
論
と
し
て
、
夫
が
否
認
し
な
い
限
り
嫡
出

子
で
あ
る
と
解
し
て
否
認
の
訴
え
に
よ
ら
な
い
否
認
の
可
能
性
を
認
め
る
　
　
こ
の
否
認
も
「
承
認
」
に
よ
り
不
可
能
に
な
る
と
解
す
る

l
l
立
場
（
奥
田
）
と
、
裁
判
外
の
否
認
や
承
認
の
対
象
と
は
な
ら
ず
に
利
害
関
係
人
に
よ
る
民
事
訴
訟
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
余
地
の
み

を
認
め
る
立
場
（
島
田
）
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
法
に
影
響
さ
れ
た
出
生
主
義
（
分
娩
主
義
）
の
立
場
か
ら
の
嫡
出
子
説
は
、
も
う
少
し
後

　
　
　
　
　
　
　

に
登
場
す
る
。

　
㈲
　
大
審
院
は
、
大
判
大
正
八
年
一
〇
月
八
日
民
録
二
五
輯
一
七
五
六
頁
に
よ
ヴ
、
一
時
は
奥
田
説
を
採
用
し
た
。
そ
の
原
判
決
（
長

崎
控
判
大
正
八
年
六
月
二
三
日
新
聞
一
五
八
五
号
二
二
頁
）
は
、
婚
姻
前
出
生
子
で
も
父
が
先
に
認
知
し
て
い
れ
ば
婚
姻
に
よ
っ
て
準
正

さ
れ
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
婚
姻
後
出
生
子
の
場
合
は
一
層
の
強
い
理
由
で
婚
姻
に
よ
る
準
正
の
効
果
を
享
受
で

き
る
と
論
じ
て
い
た
が
、
大
審
院
も
、
婚
姻
準
正
の
規
定
（
旧
八
三
六
条
一
項
）
を
援
用
し
つ
つ
、
「
父
母
ノ
婚
姻
中
二
生
レ
タ
ル
子
ハ
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仮
令
其
婚
姻
前
二
懐
胎
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
奮
闘
モ
其
父
二
於
テ
否
認
セ
サ
ル
限
り
ハ
嫡
出
子
二
塁
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
判

示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
立
場
は
、
大
判
昭
和
三
年
一
二
月
六
日
新
聞
二
九
五
七
号
六
頁
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
昭
和
三
年
の
判

決
で
は
、
大
審
院
は
、
婚
姻
成
立
の
一
五
五
日
後
に
出
生
し
た
子
で
あ
っ
て
、
出
生
前
に
父
が
死
亡
し
、
出
生
と
同
時
に
母
も
死
亡
し
て

い
た
の
で
母
の
私
生
子
と
し
て
届
け
出
ら
れ
て
い
る
子
に
つ
い
て
も
、
こ
の
者
は
父
母
の
認
知
に
よ
っ
て
の
み
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

き
る
と
す
る
認
知
準
正
必
要
説
を
採
っ
た
。

　
ω
　
昭
和
一
五
年
一
月
二
一
二
日
の
大
審
院
連
合
部
判
決
は
、
昭
和
三
年
の
大
審
院
判
決
の
立
場
で
あ
っ
た
認
知
準
正
必
要
説
を
明
確
に

否
定
し
た
が
、
同
時
に
大
正
八
年
の
大
審
院
判
決
の
立
場
を
も
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
事
件
で
は
、
母
が
内
縁
中
に
懐
胎
し
て

婚
姻
届
の
翌
日
に
出
産
し
、
他
人
の
子
と
し
て
出
生
届
を
さ
れ
て
い
る
子
が
提
起
し
た
訴
え
に
よ
り
、
母
の
夫
を
被
相
続
人
と
す
る
家
督

相
続
回
復
請
求
の
可
否
が
争
わ
れ
た
。
大
審
院
は
、
こ
の
よ
う
な
子
も
「
特
二
父
母
ノ
認
知
ノ
手
続
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
出
生
ト
同
時
二
當
然

二
父
母
ノ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
西
之
ヲ
民
法
中
親
子
法
二
関
ス
ル
規
定
全
般
ノ
精
神
ヨ
リ
推
シ
テ
當
ヲ
得
タ
ル
モ

ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
判
示
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
婚
姻
後
出
生
子
が
一
般
的
に
嫡
出
子
に
な
る
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
夫
の
子
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
つ
ま
り
、
出
生
前
に
胎
児
認
知
を
受
け
て
い
た
場
合
と
同
視
で
き
る
よ
う
な
場
合

で
あ
る
限
り
、
婚
姻
後
の
出
生
に
よ
っ
て
直
ち
に
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す
る
と
い
う
の
が
、
連
合
部
判
決
の
立
場
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
る
。
奥
田
説
を
採
用
し
た
大
正
八
年
の
判
決
と
の
相
違
は
、
父
が
否
認
し
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
母
が
夫
に
よ
っ
て
懐

胎
し
た
子
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
が
事
実
認
定
し
た
以
上
は
、
こ
の
者
は
「
出
生
ト
同
時
二
当
然
二
父
母
ノ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
有
ス
ル

モ
ノ
」
と
し
た
点
で
あ
る
。
大
正
八
年
の
大
審
院
判
決
や
そ
の
原
判
決
と
同
様
、
こ
の
連
合
部
判
決
の
基
本
的
立
場
も
、
こ
の
よ
う
な
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

を
婚
姻
準
正
子
に
近
づ
け
て
理
解
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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論説

　
昭
和
一
五
年
の
大
審
院
連
合
部
判
決
は
、
今
日
に
お
い
て
も
、
民
法
七
七
二
条
以
下
の
規
定
と
と
も
に
わ
が
国
の
実
親
子
法
の
法
源
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
現
在
の
通
説
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
精
密
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
通
説
は
、
右
の
大

審
院
連
合
部
判
決
に
よ
り
、
い
か
な
る
意
味
で
も
準
正
に
よ
る
の
で
は
な
い
嫡
出
子
が
、
七
七
二
条
（
旧
八
二
〇
条
）
に
よ
る
以
外
に
も

あ
り
得
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
準
正
に
よ
る
嫡
出
子
に
対
比
し
て
生
来
の
嫡
出
子
と
称
さ
れ
る
範
疇
を
固
定
化

し
、
そ
の
な
か
に
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
る
者
と
受
け
な
い
者
の
二
種
が
あ
る
と
説
く
よ
う
に
な
っ
た
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
諸
記
述

は
、
い
ず
れ
も
大
枠
に
お
い
て
こ
の
議
論
を
引
き
継
い
で
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
通
説
的
見
解
に
お
け
る
「
生
来
嫡
出
子
」
の
用
語
に
せ
よ
、
「
推
定
を
受
け
る
（
推
定
さ
れ
る
）
嫡
出

子
」
と
か
「
推
定
を
受
け
な
い
（
推
定
さ
れ
な
い
）
嫡
出
子
」
と
か
の
用
語
に
せ
よ
、
こ
れ
も
ま
た
山
畠
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ

こ
に
い
う
「
嫡
出
子
」
が
、
一
方
で
は
、
結
婚
し
た
男
女
間
の
子
で
あ
る
と
い
う
実
体
関
係
に
結
び
つ
け
て
使
わ
れ
、
他
方
で
は
、
戸
籍

簿
上
の
記
載
に
結
び
つ
け
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
曖
昧
さ
を
引
き
ず
っ
て
い
る
。
こ
の
曖
昧
さ
は
、
最
近
の
文
献
が
、
か
つ
て
は
「
推

定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
子
の
な
か
に
「
推
定
の
働
か
な
い
子
」
な
い
し
「
推
定
の
及
ば
な
い
子
」
と
称
さ
れ
る
別
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

を
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
完
全
に
克
服
さ
れ
て
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
な
お
誰
も
が
疑
わ
ず
に
用
い
て
い
る

「
推
定
を
受
け
る
嫡
出
子
」
の
呼
称
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
結
婚
し
た
男
女
間
の
子
で
な
い
者
が
含
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
用
い
ら
れ
た
「
嫡
出
子
」
呼
称
の
全
て
に
お
い
て
、
実
体
関
係
に
関
す
る
観
念
と
戸
籍
上
の
処
理
に
関
す
る
観
念
が
乱
雑
に
混
在
さ

せ
ら
れ
て
き
た
の
が
実
状
で
あ
る
。

　
も
う
少
し
具
体
的
に
言
え
ば
、
民
法
は
、
七
七
二
条
で
規
定
す
る
よ
う
に
、
「
婚
姻
の
成
立
か
ら
二
〇
〇
日
後
又
は
婚
姻
の
解
消
若
し

く
は
取
消
の
日
か
ら
三
〇
〇
日
以
内
に
生
ま
れ
た
子
」
を
、
母
の
夫
の
子
と
推
定
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
「
夫
は
、

子
が
嫡
出
で
あ
る
こ
と
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
る
子
の
な
か
に
も
、
母
が
夫
に
よ
っ
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実親子法解釈学への疑問（伊藤）

て
懐
胎
し
た
子
と
、
母
が
夫
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し
た
子
の
二
種
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
後
者
は
、
夫
の
子
で
は
な
い
の
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ら
、
戸
籍
上
の
扱
い
を
別
に
す
れ
ば
、
「
嫡
出
で
な
い
」
子
に
分
類
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
七
七
二
条
に
よ
る
推

定
は
、
夫
の
提
起
す
る
否
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
し
か
破
ら
れ
な
い
の
で
、
夫
が
訴
え
を
提
起
し
て
勝
訴
す
る
ま
で
は
誰
も
子
の
嫡
出
性
を

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
強
力
な
推
定
を
受
け
る
子
は
嫡
出
子
に
分
類
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
に
も
一
理
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
こ
の
理
屈
が
、
他
の
考
え
方
を
封
じ
る
に
足
る
程
に
説
得
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
者
が
、
最
初
の
定
義
の
箇
所

で
は
、
婚
姻
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
子
が
嫡
出
子
で
、
婚
姻
外
の
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
子
が
嫡
出
で
な
い
子
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
か

ら
、
母
が
夫
に
よ
っ
て
懐
胎
し
た
の
で
は
な
い
子
は
全
て
「
嫡
出
で
な
い
」
も
の
と
し
て
も
、
お
か
し
く
は
な
い
。
そ
の
上
で
、
こ
の

「
嫡
出
で
な
い
子
」
が
、
推
定
と
採
証
の
準
則
に
よ
っ
て
「
嫡
出
で
あ
る
子
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
説
明
し
た
ほ

う
が
、
よ
ほ
ど
紛
れ
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
も
、
最
近
の
学
説
・
判
例
に
よ
れ
ば
、
「
婚
姻
の
成
立
か
ら
二
〇
〇
日
後
序
は
婚
姻
の

解
消
若
し
く
は
取
消
の
日
か
ら
三
〇
〇
日
以
内
に
生
ま
れ
た
子
」
で
あ
っ
て
も
、
母
の
夫
の
子
で
は
あ
り
得
な
い
が
故
に
、
嫡
出
否
認
の

訴
え
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
親
子
関
係
存
在
確
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
誰
か
ら
で
も
母
の
夫
と
の
父
子
関
係
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
尚
更
そ
の
感
が
つ
よ
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
嫡
出
子
に
二
種
な
い
し
三
種
が
あ
っ
て
、
あ
る
場
合

に
は
嫡
出
否
認
の
訴
え
に
よ
り
、
あ
る
場
合
に
は
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
母
の
夫
と
の
父
子
関
係
を
争
う
こ
と
が
で

き
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
見
方
を
変
え
て
い
え
ば
、
嫡
出
子
に
種
別
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
夫
の
子
で
あ
る
と
い
う
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

に
こ
そ
二
種
類
が
あ
る
の
で
あ
る
。
「
推
定
を
受
け
な
い
」
と
か
「
推
定
の
及
ば
な
い
」
と
さ
れ
て
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
に

よ
っ
て
争
う
こ
と
の
で
き
る
父
子
関
係
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
関
係
の
存
在
に
つ
い
て
何
等
の
推
定
も
働
い
て
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
な
の
に
、
通
説
に
お
い
て
は
、
七
七
二
条
の
推
定
の
み
が
念
頭
に
お
か
れ
、
そ
の
う
え
で
、
「
推
定
が
働
か
な
い
」
「
及
ば
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
父
子
関
係
を
争
い
得
る
場
合
で
も
、
そ
こ
に
働
く
推
定
が
前
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論説

提
問
題
と
し
て
で
あ
れ
何
で
あ
れ
裁
判
を
通
じ
て
破
ら
れ
な
い
限
り
は
、
「
嫡
出
で
な
い
子
」
も
嫡
出
子
と
し
て
扱
わ
れ
る
結
果
に
な
る

こ
と
に
は
違
い
な
く
、
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
る
場
合
と
の
相
違
は
、
推
定
の
破
り
方
の
相
違
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。

（
7
）
　
従
来
は
、
明
治
六
年
一
月
一
八
日
の
太
政
官
布
告
一
＝
号
が
「
妻
妾
二
非
ル
婦
女
ニ
シ
テ
分
娩
ス
ル
児
子
ハ
一
切
私
生
ヲ
以
テ
論
ジ
其
婦
女
ノ

引
受
タ
ル
ベ
キ
コ
ト
」
と
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
明
治
＝
年
二
月
一
八
日
の
内
務
省
指
令
が
、
「
男
女
ア
リ
私
通
シ
テ
妊
娠
ス
結
婚
夫
婦
ト
ナ
ル
ノ

後
二
至
テ
分
娩
ス
ル
児
子
ハ
嫡
子
タ
ル
ベ
キ
哉
或
ハ
庶
子
タ
ル
ベ
キ
哉
」
と
い
う
伺
に
対
し
て
「
夫
婦
結
婚
ノ
後
出
生
ノ
児
ハ
嫡
子
」
と
し
て
い
た

　
こ
と
を
根
拠
に
、
明
治
民
法
施
行
前
は
出
生
主
義
（
分
娩
主
義
）
で
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
い
た
（
中
川
善
之
助
編
『
註
釈
親
族
法
』
上
巻
、
有
斐

閣
、
一
九
五
〇
年
、
三
〇
三
頁
（
外
岡
茂
十
郎
）
）
。
山
畠
論
文
は
、
そ
の
他
の
指
令
や
文
献
を
渉
猟
し
た
後
、
明
治
六
年
の
太
政
官
布
告
の
目
的
が

私
法
規
範
の
定
立
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
明
治
一
一
年
の
内
務
省
指
令
に
お
け
る
「
嫡
子
」
の
意
味
は
、
準
正
に
よ
る
そ
れ
で
あ
っ
た
と

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
山
畠
A
ω
、
五
頁
）
。

（
8
）
　
山
畠
A
②
、
五
頁
、
⑧
、
ニ
ー
三
頁
。

（
9
）
　
山
畠
A
ω
、
六
一
七
頁
、
⑤
、
三
－
七
頁
、
と
く
に
、
明
治
三
一
年
八
月
一
〇
日
の
福
岡
県
築
上
郡
角
田
二
曹
に
対
す
る
同
年
一
〇
月
二
七
日

　
の
回
答
、
お
よ
び
、
明
治
三
六
年
五
月
三
〇
日
の
大
阪
府
三
島
郡
茨
木
興
業
に
対
す
る
同
年
六
月
二
三
日
回
答
以
下
の
所
由
諸
先
例
参
照
。

（
1
0
）
　
山
畠
A
㈲
、
二
f
四
頁
、
㈲
、
五
－
六
頁
。
「
連
合
部
判
決
ま
で
の
戸
籍
先
例
は
、
若
干
の
点
で
先
例
変
更
を
行
い
、
と
く
に
婚
姻
成
立
後
二
〇

　
〇
日
以
内
の
出
生
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
殊
な
地
位
を
示
す
便
宜
的
例
外
的
取
扱
い
を
認
め
た
事
実
は
あ
り
、
ま
た
委
託
届
出
の
一
般
的
承
認
に

　
よ
っ
て
父
死
亡
後
の
準
正
嫡
出
子
出
生
届
が
認
め
ら
れ
る
事
例
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
子
を
本
来
は
婚
外
子
と
み
る
基
本
的
立

　
場
を
崩
す
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
㈲
、
六
頁
V
。

（
1
1
）
　
山
畠
A
⑧
、
六
－
九
頁
、
ω
、
ニ
ー
五
頁
、
ω
、
二
一
三
頁
お
よ
び
註
（
4
）
。

（
1
2
）
　
山
畠
A
⑥
、
五
一
七
頁
。

（
1
3
）
　
山
畠
A
ω
、
五
－
六
頁
。
と
り
わ
け
、
「
大
正
八
年
の
先
例
は
、
『
懐
胎
中
婚
姻
』
に
黙
示
的
・
推
定
的
認
知
の
意
思
を
認
め
る
と
と
も
に
そ
の
黙

　
示
的
・
推
定
的
意
思
の
撤
回
（
否
認
）
を
子
の
出
生
後
に
許
し
、
ま
た
立
法
者
を
は
じ
め
一
部
の
学
説
は
嫡
出
の
承
認
の
規
定
に
よ
っ
て
子
に
嫡
出
子

　
の
地
位
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
共
通
す
る
『
父
の
意
思
』
を
排
し
て
、
父
子
関
係
の
『
事
実
』
の
存
在
に
よ
っ
て
子
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に
『
父
性
推
定
』
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
判
決
の
最
大
の
意
義
は
こ
の
点
に
あ
る
」
（
六
頁
）
に
続
く
記
述
参
照
。

（
1
4
）
　
こ
の
種
別
に
属
す
る
子
を
、
鈴
木
曾
爾
『
親
族
法
講
義
』
（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
置
九
九
頁
は
「
表
見
嫡
出
子
」
と
命
名
す
る
。
こ
れ
は
、
こ

　
の
種
の
子
が
実
体
関
係
か
ら
い
え
ば
嫡
出
子
で
は
な
い
と
い
う
意
味
を
表
す
呼
称
で
あ
り
、
「
推
定
の
働
か
な
い
子
」
な
い
し
「
推
定
の
及
ば
な
い

　
子
」
と
い
う
ふ
う
に
、
単
に
「
子
」
を
用
い
た
呼
称
も
、
同
様
の
考
え
方
に
基
づ
く
と
考
え
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
同
じ
子
を
「
推
定
の
及
ぼ

　
な
い
嫡
出
子
」
と
呼
ぶ
論
者
も
あ
る
（
註
（
7
）
所
掲
文
献
の
み
な
ら
ず
、
久
貴
忠
彦
『
親
族
法
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年
）
一
六
七
頁
、
太

　
田
武
男
『
親
族
法
概
説
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年
）
二
四
八
、
二
六
四
頁
）
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
戸
籍
簿
の
記
載
が
嫡
出
子
で
あ
る
こ
と
を
表
現

　
す
る
呼
称
な
の
で
あ
ろ
う
が
（
久
貴
の
一
六
四
頁
に
は
そ
の
旨
の
註
記
が
あ
る
）
、
最
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
九
日
民
集
第
二
三
巻
第
六
号
一
〇
六
四

頁
が
「
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
子
で
、
し
か
も
、
そ
の
事
例
で
は
、
子
の
出
生
日
を
わ
ざ

　
と
遅
ら
せ
た
非
嫡
出
子
出
生
届
が
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
を
考
慮
し
た
「
嫡
出
子
」
呼
称
な
の
か
、
全
く
理
解
で
き
な
い
。

　
　
な
お
、
実
務
界
で
は
、
「
表
見
嫡
出
子
」
は
も
と
よ
り
、
「
推
定
の
働
か
な
い
子
」
「
推
定
の
及
ば
な
い
子
」
の
呼
称
さ
え
市
民
権
を
与
え
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
り
、
裁
判
所
の
実
務
研
修
用
教
科
書
で
あ
る
裁
判
所
書
記
官
研
修
所
編
『
親
族
法
相
続
法
講
義
案
』
（
五
位
版
）
（
司
法
協
会
、
一
九

九
二
年
）
九
八
頁
以
下
で
は
、
「
推
定
を
受
け
る
嫡
出
子
」
と
「
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
」
の
二
分
法
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

（
1
5
）
　
有
地
亨
『
家
族
法
概
論
』
（
改
訂
版
）
（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
四
年
）
一
一
〇
頁
。

（
1
6
）
　
山
畠
論
文
B
、
九
、
一
七
頁
。

実親子法解釈学への疑問（伊藤）

三
　
戸
籍
と
実
体
関
係

　
民
法
七
七
二
条
に
よ
っ
て
夫
の
子
と
推
定
さ
れ
る
子
で
あ
っ
て
も
、
妻
の
子
で
な
い
こ
と
が
時
と
し
て
あ
り
得
る
。
こ
れ
は
、
古
今
東

西
、
誰
も
が
否
定
し
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
妻
が
婚
姻
の
絆
に
よ
っ
て
夫
へ
の
守
操
義
務
を
負
う
前
に
懐
胎
し
婚
姻
後
に
生
ん
だ

子
が
、
夫
以
外
の
者
の
子
で
あ
っ
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
前
業
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
夫
の
あ
る
妻
が
夫
以

外
の
男
に
よ
っ
て
懐
胎
し
た
子
を
含
め
て
、
「
推
定
を
受
け
る
（
推
定
さ
れ
る
）
嫡
出
子
」
と
か
「
推
定
を
受
け
な
い
（
推
定
さ
れ
な
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論説

い
）
嫡
出
子
」
と
か
の
用
語
が
通
用
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
学
者
に
よ
っ
て
は
、
ま
さ
に
夫
の
子
で
あ
る
可
能
性
の
な
い
子
を
指
称
し

て
、
「
推
定
の
及
ば
な
い
嫡
出
子
」
の
用
語
を
使
う
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
子
も
、
母
と
そ
の
夫
の
戸
籍
に
嫡
出
子

と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戸
籍
の
上
で
嫡
出
子
で
あ
る
か
な
い
か
は
、
必
ず
し
も
子
の
実
体
的
身
分

関
係
を
反
映
し
な
い
の
で
、
戸
籍
を
基
準
に
し
て
子
の
身
分
を
論
じ
る
の
は
、
好
ん
で
迷
路
に
踏
み
込
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
戸
籍
を
基
準
に
し
て
子
を
種
別
化
す
る
こ
と
が
い
か
に
愚
か
し
い
こ
と
で
あ
る
か
は
、
通
説
が
「
推
定
を
受
け
な
い
（
推
定
さ
れ
な

い
）
嫡
出
子
」
と
呼
ぶ
子
に
つ
い
て
の
戸
籍
先
例
を
、
先
学
の
案
内
で
辿
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
前
記
の
昭
和
一
五
年
の
大
審
院
連
合
部
判
決
後
の
戸
籍
実
務
に
お
い
て
は
、
婚
姻
成
立
か
ら
二
〇
〇
日
未
満
で
生
ま
れ
た
子
に
関
し

て
は
、
右
判
決
の
事
例
を
越
え
て
、
婚
姻
に
先
立
つ
内
縁
関
係
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
父
以
外
の
者
か
ら
の
嫡
出
子
出
生
届
が
許
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
嫡
出
で
な
い
子
と
し
て
の
届
出
も
受
理
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
母
の
夫
の
子
で
な
い
者
が
戸
籍
上

は
嫡
出
子
と
し
て
届
け
出
ら
れ
る
場
合
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
母
の
夫
の
子
で
あ
る
者
が
戸
籍
上
は
嫡
出
で
な
い
子
と
し
て
届
け
出
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
種
の
子
を
嫡
出
で
な
い
子
と
し
て
届
け
出
て
さ
し
つ
か
え
な
い
と
し
た
右
の
先
例
は
、

こ
の
子
を
夫
が
認
知
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
認
知
届
が
出
さ
れ
た
場
合
は
、
後
日
の
先
例
に
よ
る
と
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

届
出
を
戸
籍
記
載
訂
正
の
申
出
と
し
て
扱
い
、
職
権
で
嫡
出
子
の
記
載
に
変
更
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
時
に
は
戸
籍
先
例
自
体
が
、
戸
籍

簿
の
記
載
を
基
準
に
す
る
の
で
は
な
く
、
妻
が
夫
に
よ
っ
て
懐
胎
し
婚
姻
後
に
生
ん
だ
子
で
あ
る
と
い
う
実
体
関
係
を
基
準
に
子
の
身
分

を
把
握
す
る
動
き
を
示
し
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
先
例
が
正
当
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
母
の
夫
に
よ
る
右

の
よ
う
な
認
知
が
真
実
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
保
証
は
な
い
し
、
任
意
認
知
一
般
、
な
か
で
も
婚
姻
後
の
認
知
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
母
と
認
知
者
の
便
宜
に
よ
る
虚
偽
の
認
知
が
な
さ
れ
る
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
い
う
職
権
の
発
動
に
は
疑
問

の
余
地
が
あ
る
。
認
知
準
正
の
場
合
に
行
な
わ
れ
る
同
一
戸
籍
内
の
子
の
認
知
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
即
し
た
処
理
を
維
持
し
て
も
よ
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か
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
変
更
し
た
所
以
は
、
こ
の
種
の
子
は
準
正
子
で
は
な
い
こ
と
を
戸
籍
事
務
処
理
の
上
で
明
確
に
示
そ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
こ
う
い
う
処
置
を
す
れ
ば
、
こ
の
届
出
を
し
た
夫
が
、
後
日
、
当
該
届
出

が
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
戸
籍
を
訂
正
す
る
た
め
に
は
、
認
知
無
効
の
訴
え
の
方
法
に
よ
る
の
か
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

訴
え
の
方
法
に
よ
る
の
か
、
必
ず
問
題
に
な
ろ
う
。
前
者
の
方
法
が
実
体
関
係
に
即
す
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
右
の
よ
う
に
職
権
訂
正
さ

れ
た
後
に
は
、
嫡
出
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
は
、
戸
籍
法
六

二
条
を
利
用
し
た
虚
偽
の
認
知
（
嫡
出
子
出
生
）
届
に
よ
っ
て
嫡
出
子
と
記
載
さ
れ
て
い
る
子
に
つ
い
て
母
の
夫
と
の
父
子
関
係
を
争
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

方
法
に
関
し
て
も
、
裁
判
例
が
分
か
れ
て
い
る
だ
け
に
、
決
し
て
無
用
の
詮
索
で
は
な
い
。

　
七
七
二
条
二
項
に
よ
り
母
が
婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
と
推
定
さ
れ
る
子
は
、
そ
の
懐
胎
が
夫
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
戸
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
は
い
っ
た
ん
嫡
出
子
と
し
て
出
生
届
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
、
実
務
上
確
立
し
た
原
則
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
周
知
の

よ
う
に
、
す
で
に
長
期
に
わ
た
り
夫
婦
関
係
が
破
綻
し
て
い
て
、
夫
に
対
し
て
は
嫌
悪
や
憎
悪
の
感
情
し
か
持
た
な
い
妻
が
他
の
男
性
に

よ
っ
て
懐
胎
し
た
子
の
出
生
届
を
す
る
際
に
、
こ
の
子
を
夫
の
子
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
せ
ま
い
と
す
れ
ば
、
一
事
業
を
要
す
る
。
こ
の

場
合
に
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
戸
籍
法
の
定
め
る
出
生
届
の
期
間
（
四
九
条
）
を
無
視
し
て
届
出
を
先
に
延
ば
し
、
子
を
未
登
録
の
状
態

に
お
い
た
ま
ま
で
、
夫
を
被
告
（
な
い
し
相
手
方
）
と
す
る
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
（
な
い
し
調
停
）
を
申
し
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
裁
判
に
よ
る
勝
訴
判
決
（
な
い
し
家
事
審
判
法
二
三
条
の
審
判
）
が
確
定
し
て
か
ら
出
生
届
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
出
生
届
は
、
母
の
嫡
出
で
な
い
子
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
前
夫
と
離
婚
し
た
後
に
再
婚
し
た
後
夫
と
の
子
と
す
る
戸
籍

法
六
二
条
の
嫡
出
子
の
出
生
届
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
前
婚
の
解
消
後
世
〇
〇
日
未
満
で
も
後
軍
成
立
後
に
出
生
し
た
子
で
あ
れ

ば
、
後
軍
の
夫
と
の
嫡
出
子
と
し
て
の
届
出
と
な
ろ
う
。
こ
の
う
ち
の
非
嫡
出
子
出
生
届
を
別
と
し
て
、
後
の
二
つ
の
届
出
の
場
合
に

は
、
母
の
夫
が
真
実
に
子
の
父
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
母
と
の
婚
姻
生
活
の
便
宜
か
ら
そ
う
い
う
届
出
を
す
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
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弘商冊 的

な
い
。
ま
た
、
前
記
の
最
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
九
日
が
「
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
」
と
呼
ん
だ
子
の
母
の
よ
う
に
、
出

産
が
迫
っ
て
や
っ
と
離
婚
で
き
た
夫
の
嫡
出
子
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
意
図
で
子
の
出
生
日
を
実
際
よ
り
遅
く
偽
っ

て
、
嫡
出
で
な
い
子
の
届
出
を
す
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
そ
れ
な
の
に
何
故
、
婚
姻
中
懐
胎
子
に
は
嫡
出
子
出
生
届
を
強
制
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
全
く
理
解
に
苦
し
む
。
届
出
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
実
体
関
係
こ
そ
が
子
の
身
分
を
決
め
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

戸
籍
届
を
窮
屈
に
規
制
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
の
意
味
は
な
い
。
そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
に
、
戸
籍
と
は
、
元
々
当
て
に
な
ら
な
い
も
の
な

の
で
あ
る
か
ら
、
戸
籍
の
記
載
を
基
準
に
し
て
子
を
種
別
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
親
子
法
解
釈
の
理
論
に
混
乱
が
生
じ
て
も
不
思
議
は
な

い
の
で
あ
る
。
親
子
法
解
釈
の
基
本
用
語
に
存
す
る
混
乱
は
、
実
体
関
係
に
過
度
に
介
入
す
る
戸
籍
実
務
へ
の
民
法
解
釈
学
の
従
属
か
ら

生
じ
て
い
る
。
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（
1
7
）
　
山
畠
A
㈲
、
八
頁
、
お
よ
び
九
頁
註
（
4
）
、
註
（
7
）
、
註
（
1
3
）
射
創
の
諸
先
例
。
現
行
の
戸
籍
法
下
で
の
先
例
と
し
て
は
、
昭
和
三
〇
年
七
月

　
一
五
日
民
事
甲
第
一
四
八
七
号
民
事
局
長
回
答
が
あ
る
。

（
1
8
）
　
山
畠
A
㈹
、
一
〇
頁
、
お
よ
び
一
二
頁
註
（
6
）
所
員
の
昭
和
二
六
年
六
月
二
七
日
民
事
甲
第
一
三
三
二
号
民
事
局
長
回
答
。
同
、
一
一
頁
は
、

　
こ
の
取
扱
い
に
は
確
た
る
根
拠
が
な
く
、
母
に
否
認
権
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
と
批
判
す
る
。
こ
の
批
判
に
は
同
調
し
難
い
。
筆
者
は
、
む
し
ろ
、

　
こ
の
取
扱
い
は
七
七
二
条
二
項
の
期
間
内
に
出
生
し
た
子
に
も
、
拡
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
1
9
）
　
太
田
武
男
・
前
掲
書
、
二
六
一
箇
所
引
の
昭
和
三
四
年
八
月
二
八
日
民
事
日
工
一
八
二
七
号
民
事
局
長
通
達
は
、
「
婚
姻
成
立
後
出
〇
〇
日
以
内

　
の
出
生
子
が
嫡
出
で
な
い
子
と
し
て
の
出
生
届
に
よ
っ
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
後
に
、
母
の
夫
で
あ
る
父
か
ら
認
知
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ

　
れ
を
認
知
届
と
し
て
受
理
す
る
こ
と
な
く
、
子
の
戸
籍
を
生
来
の
嫡
出
子
の
記
載
に
訂
正
す
る
旨
の
申
出
と
し
て
取
り
扱
い
、
本
籍
地
市
町
村
長

　
は
、
監
督
庁
の
許
可
を
得
て
、
職
権
で
そ
の
子
の
父
欄
を
記
載
し
、
父
母
と
の
続
柄
欄
を
訂
正
す
る
こ
と
に
し
、
既
に
従
前
の
取
扱
い
に
よ
り
母
の

夫
た
る
父
の
認
知
届
を
受
理
し
て
父
子
の
戸
籍
に
認
知
の
記
載
を
し
、
子
の
父
欄
の
記
載
お
よ
び
父
母
と
の
続
柄
欄
の
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合

　
は
、
本
籍
地
市
町
村
長
は
、
監
督
庁
の
許
可
を
得
て
、
職
権
で
父
子
双
方
の
戸
籍
の
認
知
事
項
の
記
載
だ
け
を
消
除
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

他
の
方
法
と
し
て
、
戸
籍
法
＝
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
母
か
ら
の
嫡
出
で
な
い
子
と
し
て
の
届
出
に
基
づ
く
最
初
の
記
載
を
、
錯
誤
に
よ
る
も
の



　
と
し
て
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
も
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
三
八
年
九
月
五
日
民
事
甲
第
二
五
六
四
号
民
事
局
長
回

答
）
。
富
鉱
昭
和
四
一
年
二
月
一
五
日
民
集
第
二
〇
巻
第
二
号
二
〇
二
頁
の
子
が
認
知
請
求
権
を
有
す
る
の
は
、
そ
の
戸
籍
上
の
地
位
に
よ
っ
て
で
は

　
な
い
。

（
2
0
）
　
山
畠
A
ω
、
七
頁
お
よ
び
八
頁
註
（
3
）
導
引
の
福
島
家
審
昭
和
四
八
年
一
】
月
二
八
日
家
月
二
六
巻
七
号
四
八
頁
は
、
婚
姻
成
立
か
ら
二
〇
〇

　
目
以
内
に
出
生
し
た
子
に
つ
い
て
の
嫡
出
子
出
生
届
に
よ
る
戸
籍
記
載
が
事
実
に
反
す
る
と
す
る
戸
籍
上
の
父
か
ら
の
申
立
て
を
受
け
て
、
認
知
無

効
審
判
を
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
田
中
加
藤
男
『
先
例
判
例
・
親
子
法
』
（
日
本
加
除
出
版
、
一
九
六
八
年
）
八
五
頁
常
吉
の
横
浜
家
審
昭
和
三
四
年
一
二
月
二
四
日
（
未
公
開
）

　
は
認
知
無
効
説
、
同
、
八
七
頁
所
得
の
大
阪
家
審
昭
和
三
五
年
七
月
二
九
日
家
月
一
二
巻
＝
号
一
四
〇
頁
は
親
子
関
係
不
存
在
確
認
説
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
山
畠
A
㈲
、
五
－
六
頁
所
引
の
諸
先
例
。

（
2
3
）
　
村
重
慶
一
「
親
子
関
係
存
否
確
認
事
件
の
紛
争
処
理
手
続
」
『
講
座
現
代
家
族
法
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
）
一
七
七
頁
、
お
よ
び
所
引

　
の
先
例
。

四
　
要
件
と
推
定

実親子法解釈学への疑問（伊藤）

　
わ
が
民
法
は
、
「
嫡
出
子
」
と
「
嫡
出
で
な
い
子
」
を
区
別
す
る
規
定
を
置
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
定
義
す
る
規
定
を
用
意
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
故
、
前
記
の
山
畠
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
な
立
法
担
当
者
そ
の
他
に
よ
る
当
初
の
通
説
に
は
反
す
る
に
せ
よ
、
婚
姻
前
懐

胎
・
婚
姻
後
出
生
子
も
嫡
出
子
と
す
る
こ
と
は
、
民
法
の
規
定
自
体
に
は
反
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
当
初
の
通
説
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
懐

胎
主
義
に
よ
っ
て
嫡
出
子
を
定
義
す
る
こ
と
に
は
、
婚
姻
関
係
に
基
づ
く
生
殖
の
み
を
適
法
視
し
て
法
的
に
優
遇
す
る
と
い
う
愚
か
し
く

と
も
一
貫
し
た
主
義
が
通
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
嫡
出
子
の
範
囲
を
婚
姻
前
懐
胎
・
婚
姻
後
出
生
子
に
も
拡
大
す
る
や
否
や
右
の
一
貫
性

は
消
滅
し
、
そ
の
代
わ
り
に
別
の
愚
か
し
さ
が
顔
を
出
す
。
こ
の
拡
大
が
、
婚
姻
中
の
出
生
を
適
法
製
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
説
明
し
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て
み
よ
う
。
そ
し
て
、
婚
姻
中
懐
胎
・
婚
姻
解
消
後
出
生
子
の
場
合
に
は
、
父
母
の
婚
姻
の
解
消
が
早
す
ぎ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
か
ら

婚
姻
中
の
出
生
と
同
視
さ
れ
て
よ
い
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
婚
姻
期
間
が
余
り
に
も
短
か
す
ぎ
て
、
婚
姻
前
軍
胎
中
が
婚

姻
解
消
後
に
生
ま
れ
た
場
合
に
は
、
優
遇
に
値
い
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
夫
の
生
存
中
か
ら
始
め
た
夫
の
精
液
に
よ
る
人

工
授
精
に
よ
っ
て
婚
姻
の
死
亡
解
消
後
に
懐
胎
さ
れ
た
子
は
優
遇
に
値
い
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
こ
れ
ら
の
子
が
優
遇
に
値
い
し
な
い

と
す
れ
ば
何
故
か
、
値
い
す
る
と
す
れ
ば
、
優
遇
の
対
象
外
の
子
と
の
間
を
区
別
す
る
根
拠
は
何
か
、
父
母
が
婚
姻
を
通
過
す
れ
ば
よ
い

の
な
ら
、
か
つ
て
の
夫
婦
の
離
婚
後
の
性
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
ど
う
か
…
…
、
最
後
に
残
る
の
は
区
別
そ
の
も
の
の
愚
か
し
さ
で
あ

る
。　

そ
こ
で
、
根
拠
の
議
論
は
棚
上
げ
に
し
て
、
い
く
つ
か
の
有
力
な
体
系
書
の
う
ち
、
最
も
明
確
に
そ
れ
を
画
定
し
た
我
妻
栄
の
著
書
を

頼
り
に
嫡
出
子
の
範
囲
を
探
っ
て
み
れ
ば
、
嫡
出
子
と
は
、
ω
婚
姻
成
立
後
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
っ
て
、
婚
姻
解
消
後
の
出
生
子
を
も
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

み
、
②
夫
と
の
性
交
渉
に
よ
っ
て
懐
胎
さ
れ
た
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ω
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
解
消
後
の
期
間
は
問
わ
な
い
の
か
と

い
う
疑
問
も
わ
く
が
、
婚
姻
解
消
後
三
〇
〇
日
を
過
ぎ
て
生
ま
れ
た
子
の
場
合
に
は
、
た
と
い
先
に
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
者
で
も
、
も
は

や
夫
で
は
な
い
男
と
の
性
交
渉
に
よ
っ
て
懐
胎
さ
れ
た
子
と
な
る
の
で
、
嫡
出
子
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
嫡
出
子
と
は
、
婚
姻
届
の
日
か
ら
婚
姻
解
消
後
帯
〇
〇
日
目
ま
で
の
問
に
出
生
し
た
子
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
母
が
夫
に
よ
っ
て
懐

胎
し
た
子
を
意
味
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
我
妻
の
著
書
は
、
右
の
叙
述
の
す
ぐ
次
に
民
法
七
七
二
条
を
念
頭
に
お
い
た

㈹
を
付
加
し
、
「
懐
胎
が
婚
姻
成
立
前
で
あ
っ
て
も
嫡
出
子
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
婚
姻
の
成
立
後
に
懐
胎
さ
れ

た
子
は
夫
の
子
と
推
定
さ
れ
る
に
反
し
、
そ
の
成
立
前
に
懐
胎
さ
れ
た
子
は
、
こ
の
推
定
を
受
け
な
い
結
果
、
父
と
の
関
係
の
強
弱
に
大

き
な
差
を
生
ず
る
」
と
説
明
し
、
「
夫
の
子
と
推
定
さ
れ
る
嫡
出
子
」
と
「
夫
の
子
と
推
定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
」
の
種
別
を
定
義
に
組
込

ん
で
い
く
。
こ
の
⑧
の
叙
述
に
よ
り
、
ω
②
の
明
確
さ
が
薄
め
ら
れ
、
他
の
著
書
と
同
じ
曖
昧
さ
に
陥
っ
て
い
る
。
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二
款
の
末
尾
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
右
の
㈹
で
書
く
べ
き
で
あ
っ
た
の
は
、
㈲
嫡
出
子
の
要
件
の
う
ち
の
②
の
事
実
は
推
定
に
よ
っ
て

定
ま
る
と
い
う
こ
と
と
、
㈲
そ
の
推
定
に
は
、
要
件
の
ω
で
あ
る
婚
姻
後
の
出
生
に
伴
う
第
一
段
の
推
定
と
、
七
七
二
条
二
項
に
よ
る
第

二
段
の
特
に
強
い
推
定
の
二
種
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ω
第
二
段
式
推
定
が
婚
姻
中
懐
胎
子
の
全
て
に
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い

こ
と
も
、
こ
の
著
述
の
内
容
に
即
し
て
書
く
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
念
の
た
め
に
も
、
④
子
の
身
分
に
つ
い
て
は
戸
籍
の
記

載
に
推
定
力
が
な
い
こ
と
も
述
べ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
前
記
の
よ
う
に
、
昭
和
一
五
年
一
月
二
一
二
日
の
連
合
部
判
決
の

事
案
で
は
、
婚
姻
届
の
翌
日
に
生
ま
れ
た
子
X
が
戸
籍
上
は
他
人
を
父
母
と
し
て
出
生
届
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
に
実
母
と
母
の
夫
A
の

養
子
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
X
は
、
こ
れ
ら
虚
偽
の
戸
籍
を
裁
判
で
訂
正
す
る
こ
と
な
し
に
、
家
督
相
続
回
復
請
求
の
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

え
の
前
提
問
題
と
し
て
、
A
の
嫡
出
子
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ
が
認
容
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
が
依
拠
す
る
山
畠
論
文
は
、
右
の
第
一
段
の
推
定
を
「
事
実
上
の
推
定
」
、
第
二
段
の
推
定
を
「
法
律
上
の
推
定
」
と
呼
ぶ
こ
と

　
　
　
　
　
め
　

を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
訴
訟
法
学
の
文
献
を
ひ
も
と
け
ば
、
事
実
上
の
推
定
（
一
応
の
推
定
）
と
は
、
「
裁
判
官
が
心
証
を
形
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

過
程
で
、
経
験
則
を
利
用
し
て
あ
る
事
実
か
ら
他
の
事
実
の
推
認
を
、
事
実
上
、
行
な
う
こ
と
」
で
あ
る
。
右
の
第
一
段
の
推
定
は
、
第

二
段
の
推
定
が
「
婚
姻
成
立
の
日
か
ら
二
〇
〇
日
後
又
は
婚
姻
の
解
消
若
し
く
は
取
消
の
日
か
ら
三
〇
〇
日
以
内
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う

乙
事
実
の
証
明
を
も
っ
て
「
夫
の
子
」
と
い
う
甲
事
実
の
証
明
に
代
え
る
の
と
同
様
に
、
「
夫
の
子
」
と
い
う
甲
事
実
の
証
明
に
は
（
判

例
に
基
づ
き
）
「
婚
姻
成
立
後
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
乙
事
実
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
推
定
の
性
質
自
体
は
同
じ

　
　
　
　
　
　

だ
と
思
う
。
た
だ
、
同
じ
「
夫
の
子
」
と
い
っ
て
も
、
第
二
段
の
推
定
を
受
け
る
場
合
の
そ
れ
は
、
七
七
四
条
以
下
の
特
権
を
夫
に
授
け

る
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
段
の
推
定
で
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
相
違
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
で
も
、
乙
事
実
自
体
を
、
当
該

婚
姻
は
成
立
し
て
い
な
い
と
か
出
生
の
年
月
日
が
虚
偽
で
あ
る
と
か
を
証
明
し
て
覆
す
か
、
あ
る
い
は
、
法
規
で
は
な
く
判
例
を
法
源
と

す
る
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
乙
事
実
は
争
わ
ず
に
甲
事
実
の
不
存
在
を
争
っ
て
勝
た
な
け
れ
ば
、
推
定
は
破
ら
れ
な
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回し　
し
か
し
て
、
右
の
連
合
部
判
決
に
続
く
大
判
昭
和
一
五
年
九
月
二
〇
自
民
集
一
九
巻
一
五
九
六
頁
に
よ
り
、
婚
姻
成
立
後
二
〇
〇
日
以

内
に
生
ま
れ
た
子
と
母
の
夫
と
の
父
子
関
係
を
争
う
方
法
は
嫡
出
否
認
の
訴
え
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
の

方
法
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
解
釈
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
第
二
段
の
推
定
を
破
る
に
は
嫡
出
否

認
の
訴
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
第
一
段
の
推
定
の
み
が
働
く
場
合
に
は
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
で
も
破
ら
れ
る
こ
と

が
、
判
例
に
よ
っ
て
確
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
前
記
の
最
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
九
日
民
集
二
三
五
六
号
一
〇
六
四
頁
以
後

の
裁
判
例
は
、
第
二
段
の
推
定
の
働
く
場
合
を
拡
大
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
第
一
段
の
推
定
し
か
働
か
な
い
場
合
を
拡
げ
る
方
向
に
動

い
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
大
阪
地
判
昭
和
五
八
年
一
二
月
二
六
日
夏
時
一
一
二
九
号
九
〇
頁
は
、
婚
姻
成
立
か
ら
約
一
年
八
ヵ
月
後
に
出
生
し
た
子

に
つ
い
て
、
母
の
夫
が
約
三
年
後
に
提
起
し
た
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
却
下
し
つ
つ
、
予
備
的
請
求
で
あ
る
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え

を
認
容
し
た
し
、
神
戸
地
判
平
成
三
年
一
一
月
二
六
日
十
時
一
四
二
五
号
一
一
一
頁
も
、
婚
姻
成
立
か
ら
一
年
八
ヵ
月
以
上
を
過
ぎ
て
生

ま
れ
た
子
の
母
の
夫
が
、
血
液
型
の
背
馳
を
六
年
後
に
確
信
し
て
か
ら
提
起
し
た
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
、
民
法
七
七
七
条
の
期
間
の
徒
過

を
理
由
に
却
下
し
た
け
れ
ど
も
、
予
備
的
請
求
で
あ
る
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
は
認
容
し
た
。
い
ず
れ
の
事
案
も
、
子

の
母
と
原
告
（
夫
）
と
は
、
子
の
懐
胎
当
時
に
別
居
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
夫
の
目
を
盗
ん
だ
妻
の
姦
通
か
ら
生
ま
れ
た
子
で

　
　
　
　
　

あ
っ
た
。
我
妻
の
著
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
第
二
段
の
推
定
が
働
き
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
に
よ
ら
ね
ば
推
定
を
破
れ
な
い
と

解
釈
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
二
事
件
で
は
、
主
位
的
請
求
は
嫡
出
否
認
で
あ
っ
て
親
子
関
係
不
存
在
確
認
は
予
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

的
請
求
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
同
様
の
事
案
で
も
親
子
関
係
不
存
在
確
認
一
本
で
請
求
し
て
認
容
さ
れ
た
例
が
、
近
時
は
珍
し
く
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
第
一
段
の
推
定
の
み
が
働
き
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
第
二
段
の
強
い
推
定
が
働
く
と
い
う
べ
き
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な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
従
来
の
議
論
で
は
、
婚
姻
中
懐
胎
子
の
み
に
関
わ
る
問
題
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
推
定

の
及
ば
な
い
子
」
の
範
囲
の
く
く
り
方
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
婚
姻
前
懐
胎
子
の
問
題
と
し
て
も
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
わ
け
は
、
前
記
の
昭
和
一
五
年
一
月
二
三
日
の
連
合
部
判
決
で
は
、
こ
の
種
の
子
と
母
の
夫
と
の
父
子
関
係
を
争
う
た
め
に
「
嫡
出

子
否
認
ノ
訴
若
ク
ハ
親
子
関
係
不
存
在
確
認
ノ
訴
ヲ
提
起
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
ハ
勿
論
ナ
リ
」
と
説
か
れ
て
い
た
の
も
さ
り
な
が
ら
、
婚
姻
前

懐
胎
子
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
、
誰
か
ら
で
も
父
子
関
係
を
争
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の
不
当
さ
を
思
う
か
ら
で
あ

り
、
こ
れ
を
不
当
と
す
る
問
題
意
識
自
体
が
、
子
の
種
別
の
三
分
学
説
が
既
定
の
も
の
と
化
す
る
に
つ
れ
、
希
薄
化
し
そ
う
で
あ
る
こ
と

を
危
惧
す
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
よ
う
や
く
本
論
文
の
結
論
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
そ
れ
を
次
送
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

実親子法解釈学への疑問（伊藤）

（
2
4
）
　
我
妻
・
前
掲
書
、
二
～
四
頁
。
中
川
善
之
助
の
著
書
は
、
定
義
も
そ
こ
そ
こ
に
推
定
の
問
題
を
論
ず
る
の
で
、
一
切
が
曖
昧
模
糊
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
こ
の
点
に
つ
き
、
原
判
決
は
、
虚
偽
出
生
届
等
の
事
実
は
「
X
／
A
二
対
ス
ル
身
分
上
ノ
地
位
二
影
響
ヲ
及
ホ
ス
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と
述
べ
、
上

告
人
Y
は
、
A
が
X
を
嫡
出
子
と
し
て
出
生
届
し
な
か
っ
た
の
は
否
認
に
相
当
す
る
と
主
張
し
た
け
れ
ど
も
、
大
審
院
は
、
「
本
件
二
於
テ
X
カ
A
ノ

　
子
ナ
ル
事
実
ハ
原
審
ノ
確
定
ス
ル
ト
コ
ロ
」
で
あ
る
と
述
べ
て
、
戸
籍
上
の
記
載
を
問
題
に
し
て
い
な
い
。

（
2
6
）
　
山
畠
論
文
B
、
一
七
頁
。
松
倉
・
判
批
・
判
タ
五
二
九
号
二
〇
八
頁
も
、
「
弱
推
定
」
「
強
推
定
」
の
二
つ
の
場
合
に
分
け
、
前
者
な
ら
ば
否
認
の

訴
え
の
権
利
者
と
行
使
期
間
を
拡
大
で
き
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
二
＝
頁
三
段
目
）
。

（
2
7
）
　
新
堂
幸
司
『
民
事
訴
訟
法
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
）
三
五
五
頁
。
他
方
、
同
書
に
よ
れ
ば
法
律
上
の
推
定
に
は
、
事
実
推
定
と
権
利
推
定

　
の
二
種
が
あ
り
、
「
証
明
困
難
な
推
定
事
実
ま
た
は
推
定
権
利
の
発
生
原
因
事
実
の
代
わ
り
に
、
証
明
の
容
易
な
前
提
事
実
の
証
明
を
す
れ
ば
足
り
る

　
と
す
る
趣
旨
の
定
め
で
あ
り
、
推
定
事
実
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
（
権
利
推
定
の
場
合
は
そ
の
発
生
原
因
事
実
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
）
を
緩
和
す

　
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
乙
事
実
（
ま
た
は
A
権
利
の
存
在
事
由
）
の
代
わ
り
に
甲
事
実
の
証
明
を
す
れ
ば
、
乙
事
実
を
構
成
要
件
と
す
る
法
律
効

果
（
ま
た
は
A
権
利
）
が
認
め
ら
れ
る
」
。
「
相
手
方
と
し
て
は
、
む
ろ
ん
、
甲
事
実
（
前
提
事
実
）
の
証
明
を
妨
げ
る
立
証
を
し
て
も
よ
い
が
、
甲

事
実
が
存
在
し
て
も
、
乙
事
実
は
存
在
し
な
い
（
A
権
利
は
存
在
し
な
い
）
旨
を
証
明
し
て
推
定
を
覆
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
。
「
し
か
し
、
推
定
を
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論　説

く
つ
が
え
す
た
め
の
乙
事
実
の
不
存
在
（
ま
た
は
A
権
利
の
不
存
在
）
の
証
明
は
本
証
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
反
証
で
は
足
り
な
い
」
（
三
五
四
一
三

五
五
頁
）
。

（
2
8
）
　
山
畠
が
「
事
実
上
の
推
定
」
と
い
う
所
以
は
、
戸
籍
法
に
際
し
て
嫡
出
子
と
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
な
い
点
を
考
慮
し
た
も
の
か
と
推
測
す
る

が
、
こ
の
点
は
、
註
（
1
8
）
で
触
れ
た
筆
者
と
の
見
解
の
相
違
と
関
係
す
る
。
福
永
有
利
「
推
定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
」
星
野
英
一
他
出
『
民
法
講
座

　
7
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
一
七
九
頁
で
は
、
民
法
七
七
二
条
二
項
の
推
定
は
法
律
上
の
事
実
推
定
で
あ
る
が
、
同
条
二
項
の
推
定
は
法
律
上
の

権
利
推
定
で
あ
る
か
ら
、
戸
籍
吏
が
嫡
出
子
と
し
て
の
届
出
を
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
と
述
べ
る
（
一
九
二
頁
）
。
し
か
し
、
同
条

　
二
項
は
、
婚
姻
中
に
懐
胎
さ
れ
た
子
は
「
夫
の
子
と
推
定
す
る
」
と
規
定
す
る
の
み
で
あ
り
、
「
嫡
出
子
と
推
定
す
る
」
も
の
で
は
な
い
。
「
夫
の

　
子
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
嫡
出
子
の
要
件
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
夫
婦
の
婚
姻
前
に
生
ま
れ
た
「
夫
の
子
」
は
嫡
出
子
で
は
な
い
。
戸
籍
吏
に
そ

　
こ
ま
で
の
権
限
を
与
え
る
所
以
は
、
実
体
法
に
根
拠
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
嫡
出
子
と
嫡
出
で
な
い
子
の
戸
籍
に
つ
い
て
記
載
内
容
だ
け
で
な
く

　
形
式
ま
で
区
別
し
な
け
れ
ば
納
ま
ら
な
い
戸
籍
法
（
と
い
う
よ
り
同
施
行
規
則
等
）
の
関
心
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
2
9
）
　
福
永
有
利
・
前
掲
論
文
註
（
2
8
）
は
、
一
九
二
頁
以
下
で
、
い
わ
ゆ
る
「
推
定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
」
の
推
定
と
戸
籍
の
問
題
を
述
べ
る
が
、
そ
こ

　
で
も
、
推
定
の
内
容
が
嫡
出
要
件
の
一
つ
で
あ
る
「
夫
の
子
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
「
嫡
出
子
」
で
は
な
い
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
し
、
戸
籍

　
の
意
味
を
過
大
評
価
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。

（
3
0
）
　
訴
訟
に
前
置
さ
れ
る
家
庭
裁
判
所
で
の
調
停
・
審
判
の
手
続
に
お
い
て
、
一
時
は
、
民
法
七
七
七
条
の
期
間
の
起
算
点
を
動
か
す
こ
と
に
よ
る
嫡

出
否
認
の
二
三
条
審
判
で
解
決
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
（
東
京
家
審
昭
和
四
二
年
二
月
一
八
日
家
月
一
九
巻
九
号
七
六
頁
、
松
江
家
審
昭
和
四
六

年
九
月
三
〇
日
家
月
二
四
巻
九
号
一
七
三
頁
、
奈
良
家
審
昭
和
五
三
年
五
月
一
九
日
家
憲
三
〇
巻
一
一
号
六
二
頁
1
こ
の
他
に
も
、
同
じ
立
場
か

　
ら
の
解
決
例
と
し
て
、
札
幌
家
審
昭
和
四
一
年
八
月
三
〇
日
愚
草
一
九
巻
三
号
八
○
頁
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
調
停
の
申
立
人
は
夫
で
は
な
く
子

　
の
側
で
あ
り
、
事
件
名
も
審
判
の
主
文
も
、
親
子
関
係
の
不
存
在
確
認
で
あ
っ
た
の
で
、
前
の
三
つ
と
一
緒
に
は
で
き
な
い
一
）
。
と
こ
ろ
が
、
右

　
の
大
阪
地
判
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
家
庭
裁
判
所
の
調
停
・
審
判
の
手
続
で
は
、
民
法
七
七
七
条
に
反
す
る
申
立
て
で
あ
る
か
ら
嫡
出
否
認
の
二
一
二

条
審
判
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
た
め
に
、
事
件
が
訴
訟
の
場
に
移
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
神
戸
地
続
の
事
件
で
は
、
子
の
母
は
死
亡
し
て

　
い
て
、
実
質
的
被
告
は
子
の
特
別
代
理
人
で
あ
っ
た
の
で
、
家
庭
裁
判
所
で
の
調
停
は
不
成
立
で
終
了
し
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。

（
3
1
）
　
子
の
母
が
夫
と
同
居
し
て
婚
姻
生
活
を
続
け
な
が
ら
他
男
と
通
じ
て
生
ん
だ
子
に
つ
い
て
も
、
嫡
出
否
認
の
審
判
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
親
子

関
係
不
存
在
確
認
の
審
判
の
方
法
に
よ
っ
て
父
子
関
係
を
否
定
で
き
る
と
し
た
裁
判
例
は
、
東
京
家
審
昭
和
五
〇
年
七
月
一
四
日
置
タ
三
三
二
号
三

　
四
七
頁
、
東
京
家
審
昭
和
五
一
年
五
月
二
八
日
判
タ
三
四
八
号
二
五
九
頁
、
札
幌
家
審
昭
和
六
一
年
九
月
二
二
日
霜
月
三
九
巻
三
号
五
七
頁
、
神
戸
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家
伊
丹
支
審
平
成
二
年
一
月
一
八
日
翌
月
四
三
巻
一
号
＝
一
＝
二
頁
が
あ
り
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
訟
事
件
と
し
て
は
、

一
〇
月
二
九
日
判
タ
七
六
三
号
二
六
〇
頁
、
神
戸
書
判
平
成
三
年
三
月
一
一
日
商
工
七
六
九
号
二
一
四
頁
が
あ
る
。

東
京
地
判
平
成
二
年

五
　
七
七
六
条
の
「
承
認
」

実親子法解釈学への疑問（伊藤）

　
前
款
ま
で
は
、
従
来
の
解
釈
論
を
前
提
に
、
嫡
出
父
子
関
係
の
推
定
の
問
題
を
、
も
っ
ぱ
ら
子
の
出
生
時
期
と
母
の
婚
姻
と
の
関
係
で

の
み
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
じ
方
自
体
が
、
民
法
七
七
二
条
の
み
を
嫡
出
父
子
関
係
推
定
の
根
拠
と
考
え
た
時
代
の
名
残
り
と
い
う
べ

き
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
父
子
関
係
の
推
定
の
要
素
が
、
果
た
し
て
出
生
時
期
と
母
の
婚
姻
の
み
で
あ
る
の
か
を
疑
っ
て
み
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
明
治
二
三
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
民
法
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
倣
っ
た
身
分
占
有
の
規
定
を
置
い
て
い
た

（
人
事
編
九
四
条
）
の
で
、
出
生
証
書
に
よ
っ
て
嫡
出
子
た
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
場
合
に
は
身
分
占
有
に
よ
る
推
定
が
働
く
こ
と
が

法
規
上
明
白
で
あ
っ
た
。
明
治
民
法
は
身
分
占
有
の
規
定
を
取
り
込
む
こ
と
を
避
け
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
嫡
出
父
子
関
係

の
推
定
の
要
素
は
子
の
出
生
時
期
と
母
の
婚
姻
の
み
に
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
も
っ
て
法
規
を

眺
め
直
せ
ば
、
七
七
六
条
の
「
承
認
」
の
規
定
が
、
従
来
の
解
釈
論
か
ら
奇
妙
に
も
取
り
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
規
定

は
、
母
の
夫
に
よ
る
否
認
権
の
喪
失
事
由
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

　
山
畠
論
文
に
よ
れ
ば
、
民
法
七
七
六
条
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
第
一
草
案
と
第
二
草
案
か
ら
採
り
入
れ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
立
法

者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
学
説
で
も
、
承
認
の
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
は
困
惑
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
っ
て
、
民
法
施
行
後
に
お
け

る
ご
く
初
期
の
学
説
を
別
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
判
例
に
お
い
て
『
承
認
』
の
具
体
例
と
し
て
承
認
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
ま
た
学
説
上
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払面玉 山

も
、
出
生
届
が
承
認
と
な
ら
ぬ
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
承
認
と
な
ら
な
い
事
例
を
掲
げ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
積
極
的
に
肯
定

す
る
事
例
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
…
…
今
日
で
は
す
で
に
七
七
六
条
の
規
定
は
空
文
に
近
く
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
母
法
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
と
運
命
を
同
じ
く
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
七
七
六
条
の
「
承
認
」
を
七
七
四

条
の
否
認
の
訴
え
の
失
権
要
素
と
し
て
の
み
理
解
し
た
結
果
で
あ
り
、
従
来
の
議
論
が
、
父
性
推
定
の
要
素
を
七
七
二
条
の
枠
内
に
閉
じ

こ
め
、
出
生
時
期
と
母
の
婚
姻
の
み
に
目
を
向
け
て
き
た
こ
と
に
根
本
の
原
因
が
あ
る
。
山
畠
論
文
が
教
え
る
七
七
六
条
の
立
法
の
沿
革

に
は
合
致
し
な
い
け
れ
ど
も
、
父
性
推
定
に
関
す
る
民
法
規
定
の
不
備
を
補
う
た
め
に
は
、
大
審
院
判
決
の
例
も
あ
る
よ
う
に
、
多
少
は

自
由
な
解
釈
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
承
認
」
の
文
字
の
な
か
に
、
明
治
民
法
で
は
消
さ
れ
た
身
分
占
有
に
相
当
す
る
よ
う
な
推

定
の
一
要
素
を
盛
り
込
ん
で
よ
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
「
承
認
」
は
、
出
生
時
期
や
母
の
婚
姻
と
並
ぶ
父
性
推
定
の
要
素
で
あ
る
が
故

に
こ
そ
、
七
七
六
条
に
お
い
て
否
認
訴
権
の
失
権
事
由
に
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
承
認
」
は
、
他
の

場
合
に
も
効
果
を
有
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
二
黒
で
の
山
畠
論
文
の
要
約
の
な
か
で
も
触
れ
た
民
法
施
行
当
初
の

通
説
（
奥
田
説
）
は
、
「
承
認
」
の
効
果
を
他
の
場
合
に
も
拡
げ
る
見
解
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
「
承
認
」
を
否
認
権
失
権
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

由
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
狭
さ
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
解
釈
論
と
し
て
自
己
矛
盾
に
陥
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
七
七
六
条
に
い
う
「
承
認
」
を
同
条
の
枠
に
閉
じ
こ
め
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
、
こ
の
行
為
を
七
七
七
条
や
七
七
八
条
の

「一

N
以
内
」
に
し
た
と
認
め
ら
れ
る
単
発
的
な
意
思
表
示
や
行
動
と
し
か
見
な
か
っ
た
従
来
の
議
論
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

前
記
の
旧
民
法
の
条
文
で
は
、
身
分
占
有
を
定
義
し
て
、
「
身
分
ノ
占
有
ト
ハ
夫
婦
ト
其
婚
姻
二
因
リ
テ
生
マ
レ
タ
リ
ト
主
張
ス
ル
者
ト

ノ
間
其
者
ノ
出
生
ノ
時
ヨ
リ
親
子
ノ
分
限
ヲ
証
ス
ル
ニ
足
ル
可
キ
事
実
ノ
輻
合
ス
ル
ヲ
謂
フ
／
其
事
実
ノ
著
明
ナ
ル
モ
ノ
左
ノ
如
シ
」

「
第
一
　
子
ナ
リ
ト
主
張
ス
ル
智
力
常
二
白
歯
ナ
リ
ト
ス
ル
者
ノ
氏
ヲ
称
シ
タ
ル
コ
ト
」
「
第
二
　
子
ナ
リ
ト
主
張
ス
ル
智
力
常
二
其
父
母

ナ
リ
ト
ス
ル
者
ヨ
リ
嫡
出
子
ノ
如
ク
取
扱
ハ
レ
其
養
育
、
教
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
」
「
第
三
　
子
ナ
リ
ト
主
張
ス
ル
打
力
常
二
親
族
及
ヒ
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世
上
二
於
テ
嫡
出
子
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
明
治
民
法
や
現
行
民
法
が
採
用
し
た
「
承
認
」
の
内
容
を
、

こ
の
よ
う
な
全
生
活
的
事
実
関
係
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
妨
げ
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
た
だ
し
、
右
の
規
定
自
体
は
、
ま
さ
に
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

世
紀
の
遺
物
で
あ
り
、
今
日
の
解
釈
の
基
準
に
な
り
得
る
と
は
毛
頭
考
え
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
款
の
末
尾
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
時
の
多
く
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
民
法
七
七
二
条
二
項
の
期
間
内
に
出
生
し
た
子
に

つ
い
て
も
、
前
記
の
よ
う
な
第
二
段
の
強
い
推
定
は
働
か
な
い
も
の
と
し
て
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
で
父
子
関
係
を
争
う
こ
と
を

認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
理
由
づ
け
が
多
く
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

実親子法解釈学への疑問（伊藤）

　
「
確
か
に
、
父
子
間
に
血
縁
関
係
が
な
い
と
い
う
と
き
で
も
、
夫
婦
間
で
平
穏
な
家
庭
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
ま

ま
平
穏
な
親
子
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
同
時
に
子
の
福
祉
に
も
資
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
家
庭
の
保
護
と
い
う
法
律
の
理
念
を
優
先
さ

せ
る
べ
き
で
あ
り
、
嫡
出
親
子
関
係
を
否
定
す
る
手
段
は
な
い
と
い
う
結
論
に
少
な
か
ら
ぬ
理
由
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
保
護
す

べ
き
夫
婦
ひ
い
て
は
家
庭
の
平
和
が
既
に
崩
壊
し
て
い
る
場
合
に
な
お
、
明
ら
か
に
真
実
に
反
す
る
親
子
関
係
を
終
生
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
立
場
に
固
執
す
る
こ
と
は
、
親
子
の
感
情
が
本
来
自
然
的
な
血
縁
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
自
然
的
血
縁
の
あ
る
関
係
こ
そ

が
真
実
の
親
子
で
あ
る
と
す
る
国
民
一
般
の
感
情
に
反
し
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
事
態
が
子
の
福
祉
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
真
実
の
血
縁
関
係
に
合
致
し
た
父
子
関
係
を
求
め
る
た
め
の
手
段
が
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
的
に
は
、
民
法
七
七
二
条
に
よ
り
父
子
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
て
も
、
客
観
的
、
科

学
的
に
み
て
夫
の
子
で
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
夫
婦
ひ
い
て
は
家
庭
の
平
和
が
既
に
崩
壊
し
て
い
る
と
き
は
、
嫡
出
推

定
な
い
し
そ
の
否
認
の
制
度
的
基
盤
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
嫡
出
否
認
の
出
訴
期
間
が
経
過
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
例
外
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
身
分
関
係
の
確
定
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

　
右
の
解
釈
は
、
民
法
七
七
二
条
を
合
理
化
す
る
た
め
の
建
前
論
で
あ
る
家
庭
平
和
維
持
説
の
逆
手
を
取
っ
て
巧
み
に
同
条
の
機
能
を
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

痺
さ
せ
る
も
の
で
、
松
倉
皇
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
最
近
流
行
の
解
釈
に
も
欠
点
が
あ
る
。
家
庭
の
中
心
軸
を
親
子
関
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論説

係
よ
り
も
夫
婦
関
係
に
も
と
め
る
近
時
の
常
識
が
疑
わ
れ
な
い
限
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
誤
り
と
は
い
え
な
い
以
上
、
右
の
判
決
理
由
も

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
夫
婦
関
係
の
破
綻
か
ら
家
庭
の
崩
壊
を
結
論
し
、
そ
の
よ
う
な
評
価
を
親
子
関
係
に
投
影
す
る
可
能
性
が
強
い
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
議
論
の
焦
点
は
、
ま
さ
に
父
子
関
係
に
こ
そ
当
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
妻
が
夫
と
違
う
別
の
男
に

よ
っ
て
懐
胎
す
る
と
い
う
事
実
が
、
夫
婦
関
係
の
破
綻
の
原
因
ま
た
は
結
果
で
な
い
場
合
は
例
外
的
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
解
釈
に
よ
れ

ば
、
妻
が
夫
に
よ
ら
ず
に
生
ん
だ
子
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
場
合
に
、
家
庭
の
崩
壊
を
理
由
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
父
」
か
ら
引
き
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
も
構
わ
な
い
か
と
も
思
う
半
面
、
や
は
り
た
め
ら
い
も
感
ず
る
。
そ
こ
に
働
く
推
定
の
効
力
の
強
弱
、

つ
ま
り
は
嫡
出
否
認
か
親
子
関
係
不
存
在
か
を
分
け
る
標
識
は
、
父
子
関
係
自
体
の
な
か
に
も
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
訴
が
前

者
で
は
な
く
後
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
無
制
限
に
認
め
ら
れ
て
よ
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
と
考
え
る
。

　
こ
の
点
で
、
七
七
二
条
一
項
の
規
定
の
な
か
に
、
夫
婦
間
に
性
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
性
関
係
か
ら
子
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ

と
の
、
二
つ
の
異
な
る
問
題
が
重
層
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
別
居
同
居
に
関
わ
ら
ず
夫
婦
間
に
性
関
係
が
な
い
場
合
に
は
七
七
二

条
の
推
定
自
体
が
働
か
な
い
け
れ
ど
も
、
夫
婦
間
に
性
関
係
が
あ
っ
た
限
り
は
、
そ
の
関
係
か
ら
子
が
生
ま
れ
た
と
い
う
推
定
が
働
く
の

で
、
夫
の
生
殖
無
能
力
や
避
妊
行
動
、
あ
る
い
は
血
液
型
や
人
類
学
的
特
徴
の
不
整
合
を
理
由
と
し
て
こ
の
推
定
を
破
る
に
は
、
嫡
出
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

認
の
訴
え
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
学
説
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
区
別
だ
け
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
通
説
と
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

従
っ
た
最
高
裁
の
立
場
に
比
較
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
に
は
違
わ
な
い
。
さ
ら
に
別
の
判
断
を
加
え
る
べ
き
で
あ
り
、
母
の
夫
と
子
の
全
生
活

関
係
の
評
価
か
ら
右
の
推
定
が
裏
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
、
つ
ま
り
、
一
言
で
い
え
ば
「
承
認
」
が
あ
る
か
ど
う
か
で
決
す
る
必

　
　
　
　
れ
　

要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
れ
ば
、
夫
が
訴
権
を
行
使
し
な
い
の
に
、
他
の
者
が
そ
れ
を
争
う
の
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
そ

の
よ
う
な
関
係
が
な
け
れ
ば
、
右
の
最
後
の
推
定
も
排
斥
さ
れ
て
よ
い
。
妻
を
奪
わ
れ
た
ば
か
り
か
、
自
ら
の
生
殖
力
の
果
実
で
は
な
く

と
も
婚
姻
中
の
家
族
生
活
の
成
果
で
あ
る
子
ま
で
奪
い
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
残
酷
な
結
果
を
認
め
る
の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
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る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
本
質
的
に
は
目
的
的
解
釈
な
が
ら
、
条
文
間
の
辻
褄
合
わ
せ
を
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
論
理
構
成
で
き
る
よ

う
に
思
う
。
す
な
わ
ち
、
七
七
六
条
の
「
承
認
」
に
は
上
記
の
よ
う
な
意
味
を
与
え
、
そ
の
有
無
は
出
生
後
一
年
の
期
間
内
で
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
訴
え
提
起
ま
で
の
父
子
関
係
を
全
生
活
関
係
に
わ
た
っ
て
判
断
す
る
。
そ
し
て
、
「
承
認
」
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
、
夫
は
七
七
六
条
に
よ
っ
て
「
そ
の
否
認
権
を
失
う
」
こ
と
に
な
る
が
、
「
否
認
権
を
失
う
」
と
の
意
味
は
、
七
七
七
条
が
遡
っ

て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
七
七
七
条
が
適
用
さ
れ
る
の
は
七
七
六
条
の
「
承
認
」

が
あ
る
場
合
の
み
と
な
る
の
で
、
「
承
認
」
が
な
い
場
合
に
は
「
否
認
の
訴
え
」
を
問
題
に
す
る
余
地
は
失
わ
れ
、
判
例
に
よ
る
「
親
子

関
係
不
存
在
確
認
の
訴
」
の
出
番
と
な
る
。
ま
た
、
婚
姻
前
懐
胎
、
婚
姻
後
出
生
子
の
場
合
も
、
右
と
同
様
の
「
承
認
」
が
あ
れ
ば
、
夫

の
子
た
る
第
一
段
の
推
定
が
補
強
さ
れ
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
を
提
起
す
る
可
能
性
が
封
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
出
生
届
に
お

い
て
嫡
出
子
と
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
「
承
認
」
の
欠
如
を
認
定
し
易
い
で
あ
ろ
う
し
、
婚
姻
後
懐
胎
子
の
出
生
届
に
つ
い
て
も
嫡
出
子
出

生
届
を
強
制
し
な
い
取
扱
い
に
改
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
が
同
じ
に
な
っ
て
一
層
都
合
が
良
い
。

実親子法解釈学への疑問（伊藤）

（
3
2
）
　
山
畠
論
文
A
ω
、
七
頁
。

（
3
3
）
　
山
畠
論
文
A
②
、
同
頁
。

（
3
4
）
　
山
畠
論
文
A
㈹
、
七
－
九
頁
。

（
3
5
）
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
身
分
占
有
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
昌
司
「
フ
ラ
ン
ス
一
九
七
二
年
の
親
子
法
に
お
け
る
身
分
占
有
－
一
九
八
二
年

　
六
月
二
五
日
の
法
律
に
よ
る
再
改
正
の
周
辺
」
比
較
法
研
究
第
四
六
号
二
〇
二
頁
（
一
九
八
四
年
）
、
同
「
フ
ラ
ン
ス
親
子
法
に
お
け
る
身
分
占
有
」

谷
口
追
悼
論
集
第
一
巻
（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
二
〇
三
頁
で
検
討
し
た
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
伊
藤
論
文
A
、
B
で
引
用
す
る
。

（
3
6
）
神
戸
地
判
平
成
三
年
一
一
月
二
六
日
前
掲
註
（
2
8
）
。

（
3
7
）
　
本
音
は
、
夫
の
面
子
ひ
い
て
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
「
家
」
秩
序
を
最
優
先
の
利
益
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
過
失
責
任
主
義
の
基
準
た
る
「
善
良
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払百冊 説

　
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
」
の
原
意
が
「
よ
き
家
父
の
注
意
義
務
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
近
代
社
会
の
正
式
の
構
成
員
で
あ
る
る
「
市
民
」
と
は
、

家
父
た
る
男
子
で
あ
っ
て
、
女
性
や
子
は
市
民
社
会
に
と
っ
て
物
の
数
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
の
遺
物
が
、
嫡
出
否
認
の
制
度
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
解
釈
で
抹
殺
す
る
こ
と
自
体
に
は
反
対
で
は
な
い
が
、
殺
し
方
に
は
工
夫
が
あ
っ
て
よ
い
。

（
3
8
）
　
松
倉
耕
作
・
判
批
・
法
面
四
五
巻
一
四
号
＝
三
一
頁
（
一
九
七
三
年
）
、
同
「
嫡
出
推
定
と
子
の
幸
福
」
民
商
七
八
巻
臨
時
増
刊
・
末
川
追
悼
論
集

　
2
、
六
九
頁
以
下
（
一
九
七
八
年
）
、
同
・
判
批
・
判
タ
五
二
九
号
二
〇
八
頁
（
一
九
八
四
年
）
。
他
の
解
釈
と
し
て
、
中
川
善
之
助
、
我
妻
栄
、
佐
藤

義
彦
、
福
永
有
利
な
ど
の
学
説
が
あ
る
が
、
全
体
を
概
観
し
た
最
近
の
文
献
と
し
て
宮
崎
幹
朗
「
嫡
出
推
定
規
定
の
意
義
と
問
題
点
」
有
地
享
編

　
『
現
代
家
族
法
の
諸
問
題
』
（
弘
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
、
川
田
昇
「
嫡
出
子
の
種
類
」
中
川
高
男
編
『
民
法
基
本
論
集
皿
』
（
法
学
書
院
、
一
九
九
三

年
）
が
あ
る
。

（
3
9
）
　
こ
の
解
釈
の
も
つ
全
面
破
壊
性
は
、
近
時
の
フ
ラ
ン
ス
親
子
法
解
釈
学
に
台
頭
し
て
き
た
民
法
典
三
二
二
条
の
反
対
解
釈
論
の
そ
れ
を
想
起
さ

　
せ
る
。
す
で
に
別
稿
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
七
二
年
の
立
法
に
よ
る
現
行
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
三
三
四
条
の
九
の
反
対
解
釈
が
破
殿
院
の
支
持

　
を
得
た
こ
と
か
ら
、
一
八
〇
四
年
以
来
の
条
文
で
あ
る
三
二
二
条
二
項
、
つ
ま
り
「
い
か
な
る
者
も
、
そ
の
出
生
の
証
書
に
合
致
す
る
（
身
分
）
占

有
を
有
す
る
者
の
身
分
を
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
規
定
の
反
対
解
釈
に
よ
り
、
身
分
占
有
が
な
い
と
判
断
さ
れ
得
る
限
り
は
、
出
生
証
書

　
に
基
づ
く
全
て
の
親
子
関
係
を
誰
で
も
争
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
が
有
力
に
な
り
、
一
九
八
五
年
二
月
二
七
日
に
は
破
鍛
院
も
そ
れ
を
認
め

　
る
に
至
っ
た
（
伊
藤
論
文
B
二
一
六
頁
）
。
三
三
四
条
の
九
は
、
「
子
が
身
分
占
有
に
よ
っ
て
既
に
立
証
さ
れ
た
嫡
出
親
子
関
係
を
有
す
る
と
き
は
、

　
す
べ
て
の
認
知
は
無
効
で
あ
り
、
す
べ
て
の
捜
索
の
訴
え
は
受
理
さ
れ
な
い
」
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
反
対
解
釈
し
て
も
親
子
関

係
否
定
の
た
め
だ
け
の
訴
え
に
道
を
開
く
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
三
二
二
条
を
反
対
解
釈
す
れ
ば
、
他
の
親
子
関
係
を
立
証
す
る
た

　
め
で
は
な
く
と
も
出
生
証
書
に
基
づ
く
親
子
関
係
を
争
う
訴
え
が
可
能
に
な
る
。
し
か
も
破
殿
宇
は
、
三
三
四
条
の
九
の
反
対
解
釈
を
承
認
し
た
一

　
九
八
○
年
一
一
月
二
五
日
の
判
決
で
は
、
母
の
先
夫
で
あ
る
被
告
が
子
を
出
生
時
に
嫡
出
子
と
し
て
受
け
入
れ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
離
婚
訴
訟
中
に

　
母
と
共
に
暮
ら
し
て
別
居
し
て
い
た
子
の
養
育
料
を
支
払
い
、
訪
問
権
（
わ
が
国
で
は
珍
妙
に
も
面
接
交
渉
権
と
い
う
）
も
行
使
し
て
、
子
と
の
絆

　
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
父
子
関
係
否
定
の
訴
え
を
認
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
訴
え
の
受
理
要
件
で
あ
る

　
身
分
占
有
の
欠
如
が
当
該
訴
訟
の
時
点
で
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
破
離
断
が
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
母
が
子
を
伴
っ
て
婚
姻
生
活
を
放
棄

　
し
さ
え
す
れ
ば
、
父
子
関
係
は
つ
ね
に
争
わ
れ
否
定
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
（
伊
藤
論
文
A
、
二
一
〇
頁
註
2
3
）
。
松
倉
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

　
事
例
を
前
に
し
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
で
、
ど
の
よ
う
な
解
決
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
こ
こ
で
た
じ
ろ
ぐ
。

　
　
最
近
の
判
決
に
よ
り
、
斎
殿
院
は
、
三
二
二
条
の
反
対
解
釈
に
よ
り
夫
が
申
し
立
て
た
親
子
関
係
を
争
う
訴
に
つ
き
、
夫
が
子
に
対
す
る
気
持
を
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変
え
た
だ
け
で
は
身
分
占
有
の
欠
如
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
を
示
し
、
ル
ー
ア
ン
控
訴
院
に
よ
る
受
理
判
決
を
破
渇
し
た
。
子
の
母
と
夫
は
、

　
子
の
出
生
後
九
年
目
に
離
婚
訴
訟
を
始
め
、
そ
の
後
は
母
と
共
に
住
む
子
に
対
し
、
夫
は
養
育
料
を
支
払
い
、
訪
問
権
を
行
使
し
て
い
た
（
O
①
ω
ω
」
．
．

o同

ｭ
」
ご
g
≡
」
㊤
㊤
ω
し
・
○
℃
・
一
㊤
㊤
野
卜
。
卜
。
。
。
㎝
b
。
）
。

（
4
0
）
　
佐
藤
義
彦
「
嫡
出
推
定
の
及
ぶ
範
囲
」
同
志
社
法
学
第
三
二
巻
第
三
－
四
号
二
二
四
頁
（
一
九
八
○
年
）
。

（
4
1
）
　
川
田
舜
・
前
掲
論
文
註
（
3
6
）
一
五
〇
一
一
五
一
頁
。
人
工
授
精
子
の
場
合
に
は
、
違
い
が
生
じ
そ
う
で
あ
る
。

（
4
2
）
　
前
記
註
（
3
7
）
の
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
に
お
け
る
被
告
は
、
そ
の
全
生
活
関
係
に
お
い
て
、
子
が
自
己
の
嫡
出
子
で
あ
る
こ
と
を
「
承
認
」
し
て

　
い
る
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

〈
付
記
〉
　
本
稿
の
校
正
の
段
階
で
、
水
野
紀
子
「
嫡
出
推
定
・
否
認
制
度
の
将
来
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
九
号
＝
五
頁
以
下
に
接
し
た
。
本
稿
第
三
款

　
末
尾
の
婚
姻
後
懐
胎
子
に
対
す
る
嫡
出
子
出
生
届
の
強
制
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
や
第
五
款
で
の
松
倉
説
へ
の
批
判
的
態
度
な
ど
、
水

　
野
論
文
と
本
稿
の
論
旨
と
は
重
な
り
合
う
点
が
多
い
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
水
野
論
文
が
説
く
父
子
関
係
早
期
安
定
論
に
は
与
し
な
い
。

実親子法解釈学への疑問（伊藤）
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